
第３３回上田三四二記念「小野市短歌フォーラム」一般の部　受賞者一覧

賞名 氏名 歌 県

2席 佐藤　輝子 水鳥は水面を胸に押し上げて二月の光りに泳ぎゆくなり 東京都

3席 政井　繁之 初めての仔牛とり上げ獣医師は牛舎にとどまり一夜を明かす 岐阜県

4席 竹田　菜純 この空をスクロールしたら君のもと行ける気がしたどこまでも青 東京都

5席 深堀　英子 寝ておきてカバンを肩に出かけゆく長き一生のはじまる三才 滋賀県

入選 小籔　政明 何時よりか耳不自由となりゆきて一人ぼっちじゃないひとりぼっち 兵庫県

入選 坪田　勝彦 ただ一行酸素吸入始めると子から着信揺れる夜の圧 兵庫県

入選 中里　茉莉子 真二つに割りし鮪の頭
かしら

並び朝市の奥に光る冬海 青森県

入選 関根　道存 読み終はるころは真冬か吹雪く夜かジャン・バルジャン燭台盗む 宮城県

入選 礒川　朋美 落蝉を掃けばごとりと塵取りに一つの夏が重く響けり 大阪府

入選 近森　起久子 だれからも見られ続けてわたくしは秘密を持てぬ窓辺の金魚 大阪府

入選 今野　金哉 検死後の遺体覆はむと幾百の毛布集めき津波禍のとき 福島県

入選 中元　悠 復讐は何も生まないなんてウソだって母さんあたしを生んだ 京都府

入選 三浦  尚子 われという器古びて難あれど中の真水はこぼさずに居る 岡山県

入選 庭野　治男 桜桃忌ある歳時記にあらざるは樺美智子忌六月が来る 東京都

入選 中村　桂子 三つほど懺悔するべきことのあり知らんぷりして秋風の吹く 静岡県

入選 秋山　扶佐子 明け方の足の冷たさ真夜中に裸足で銀河を歩いて来たよ 千葉県

入選 新井　慶子 夫の留守は空気の軽し二階より子も降りてきて話のはずむ 兵庫県

入選 伊藤　智子 もう君の中には僕がいないのにからっぽのキス受けとめている 千葉県

佳作 弘兼　安雄 朝は朝星、夜は夜星と鎌を振る祖
おや

の暮らしよ奥山の邑 山口県

佳作 河野　正 車座の若者五人母国語で弾む歓談名月の下 宮崎県

佳作 若山　巌 幕内の呼出しまでに出世する子供相撲で弱かった子が 埼玉県

佳作 佐藤　宣行 三階のわが家までの石段を父の末期の呼吸
い　き

して登る 東京都

佳作 綿貫　昭三 遠き島より流れ来たるは椰子ならずあまた帯なす軽石の海 神奈川県

佳作 吉田　利兵衛 あれた庭コスモスの花自然ばえおいといてといった今はなき妻 兵庫県

佳作 矢部　田鶴子 朝早き市場に並び競られゆく鱈にも美醜のありて親しも 福井県

佳作 岩本　幸久 秋一日
ひとひ

中原中也のさみしさをポケットに入れて旅をはじめる 広島県

佳作 梶尾　栄子 もう言へぬ「夫と相談します」とは決断せねばならぬこれから 兵庫県

佳作 矢野　一代 良き妻と母を演じているうちに細胞いくつ死んだだろうか 兵庫県

佳作 松井　洋子 青虫の八十匹を育ている孫の話を聞こうじゃないの 兵庫県

佳作 髙木　容子 高校の農業祭に今日は行く起き抜けに穿く細きジーパン 熊本県

佳作 赤岩　邦子 明日からはしばらく父が家にゐる御用納めの夜のはなやぎ 京都府

佳作 涌井　ひろみ ちさき手が東の窓をにじにじとあけてさし出すあさがほの種 東京都

佳作 折口　浩三 ゆふやけのたちまち暗き畑には影黒々と大根の列 広島県

佳作 大塚　とみこ 満天
　どうだん

星の確かな赤よ　人生が二度あればなんてもう思わない 群馬県

佳作 多治川　紀子 骨壷は胸にほんのり温かく木枯らしの中母を抱きしむ 大阪府

佳作 比名　和子 淡いあお濃いあおにとけ澄みわたり荼毘のけむりは直昇りゆく 兵庫県

佳作 柊　わも 光って呼びたかったよ君のこと考えるほどぴつぴつしてた 東京都

佳作 観田　幸美 あぜ焼の煙脱ぎ捨て終い湯に足指の冷え解き放ちおり 兵庫県

佳作 前田　素代 うちの亀冬眠もせず湯に浸かり手足伸ばして人並みに憩う 兵庫県

佳作 冬月 一片の小
ち

さき骨にも人生を夢みし骨もガマに眠らむ 福岡県

佳作 茂呂田　誠 親ガチャの当たり外れを言うなかれ親には親の親ガチャありぬ 栃木県

佳作 衞藤　芙美代 とにかくに雨降る夕　 は楽しかり囲炉裏をかこみ父母が居る 大分県

佳作 上田　由美子 楽しいと尾がピンと立つキジトラのサンセベリアのごとき長さよ 東京都

佳作 平尾　三枝子 大鍋におでんが煮えてとりあえず喧嘩のつづきはあしたにしよう 岡山県

佳作 坂本　素子 裏山より流るる水に沢蟹の赤きが遊ぶ正宗文庫 岡山県

佳作 大賀　康男 「家里」は「けり」と読むらし古里の耳納
みのう

山地は色付尓家里 愛媛県

佳作 長谷川　みどり 小さき手が金魚を埋めたやわらかい土の上にも「売地」はためく 兵庫県

※１席の作品につきましては、投稿規定違反が判明したため取り消しとなりました。


